
平成™�年š月š˜日 月曜日 (号外第� 号)官 報

イ

長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
外
国
銀
行

ロ

長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
（
法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
長

期
信
用
銀
行
持
株
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
子
会
社
で
あ
る
外
国
銀
行
（
長
期
信
用
銀
行
の
子
会
社
で

あ
る
外
国
銀
行
及
び
イ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

ハ

長
期
信
用
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
親
会
社
等
の
子
会
社
等
で
あ
る
外
国
銀
行
（
長
期
信
用
銀
行
の
子
会
社

で
あ
る
外
国
銀
行
並
び
に
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

二

長
期
信
用
銀
行
の
子
会
社
で
あ
る
外
国
銀
行
及
び
前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
外
国
銀
行
以
外
の
外
国
銀

行
の
業
務
の
代
理
又
は
媒
介
（
当
該
業
務
の
代
理
又
は
媒
介
を
外
国
に
お
い
て
行
う
場
合
に
限
る
。）

第
四
条
の
二
第
二
項
中
「
総
株
主
等
の
議
決
権
」
を
「
総
株
主
又
は
総
社
員
の
議
決
権
（
以
下
「
総
株
主
等
の
議

決
権
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
の
五
第
一
項
中
「
掲
げ
る
書
面
」
の
下
に「（
申
請
者
が
長
期
信
用
銀
行
の
子
会
社
で
あ
る
外
国
銀
行

及
び
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
外
国
銀
行
以
外
の
外
国
銀
行
を
所
属
外
国
銀
行
と
し
て

外
国
銀
行
代
理
業
務
（
法
第
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
銀
行
代
理
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
営
も
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
第
五
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
書
面
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
第
八
号
中「（
法
第

六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
銀
行
代
理
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
基
準
」

の
下
に「（
認
可
の
申
請
が
第
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
外
国
銀
行
を
所
属
外
国
銀
行
と
し
て
外
国
銀
行

代
理
業
務
を
営
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
第
三
号
に
掲
げ
る
基
準
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
イ

中
「
持
分
」
の
下
に「（
以
下
「
株
式
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
中「
株
式
又
は
持
分
」

を
「
株
式
等
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
第
十
三
条
の
二
第
六
項
（
同
条
第
八
項
」
を
「
第
十
三
条
の
二
第
九
項

（
同
条
第
十
一
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
十
三
条
の
二
第
七
項
た
だ

し
書
」
を
「
第
十
三
条
の
二
第
十
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
第
十
六
条
の
四
第
三
項
（
同
条
第

五
項
」
を
「
第
十
六
条
の
四
第
六
項
（
同
条
第
八
項
」
に
、「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
第
十
六
条
の
四
第
四
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
六
条
の
四
第
七
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
三
第
四
項
中
「
第
九
項
」
を
「
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
及
び
銀
行
法
第
十
六
条
の
三

第
七
項
」
を
削
り
、「
株
式
会
社
と
す
る
」
を
「
会
社
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
中
小
企
業
の
新
た
な
事

業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
」を「
中

小
企
業
者
（
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、「
の
日
」
の
下
に

「
又
は
新
事
業
活
動
（
会
社
が
現
に
行
つ
て
い
る
事
業
と
異
な
る
種
類
の
事
業
で
あ
つ
て
、
新
商
品
の
開
発
又
は
生

産
、
新
役
務
の
開
発
又
は
提
供
、
商
品
の
新
た
な
生
産
又
は
販
売
の
方
式
の
導
入
、
役
務
の
新
た
な
提
供
の
方
式
の

導
入
そ
の
他
の
新
た
な
事
業
活
動
を
い
う
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
開
始
の
日
」
を
加
え
、「
若
し
く

は
前
年
」
を
「
又
は
前
年
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の

促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、「
の
日
」
の
下
に
「
又
は
新
事
業
活
動
の
開
始
の
日
」

を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

中
小
企
業
者
で
あ
つ
て
、
設
立
の
日
又
は
新
事
業
活
動
の
開
始
の
日
以
後
二
年
を
経
過
し
て
お
ら
ず
、
常
勤

の
新
事
業
活
動
従
事
者
（
新
商
品
の
開
発
又
は
生
産
、
新
役
務
の
開
発
又
は
提
供
、
商
品
の
新
た
な
生
産
又
は

販
売
の
方
式
の
導
入
、
役
務
の
新
た
な
提
供
の
方
式
の
導
入
そ
の
他
の
新
た
な
事
業
活
動
に
従
事
す
る
者
で
あ

つ
て
、
研
究
者
に
該
当
し
な
い
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
が
二
人
以
上
で
あ
り
、か
つ
、

当
該
新
事
業
活
動
従
事
者
の
数
の
常
勤
の
役
員
及
び
従
業
員
の
数
の
合
計
に
対
す
る
割
合
が
十
分
の
一
以
上
で

あ
る
も
の

第
四
条
の
三
第
六
項
第
五
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
七
項
及
び
第
八
項
」
を
「
第

八
項
、
第
九
項
（
第
十
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
項
第
四
号
中
「
、
第
十
一
号
又
は
第
十
二
号
」
を
「
又
は
第
十
一
号
か
ら

第
十
二
号
の
二
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
八

項
中
「
前
二
項
の
」
を
「
第
六
項
か
ら
前
項
ま
で
（
第
八
項
を
除
く
。）の
」
に
、「
次
項
に
規
定
す
る
会
社
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
特
定
子
会
社
」
と
い
う
」
を
「
特
定
子
会
社
（
第
十
三
項
に
規
定
す
る
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
及
び
次
項
並
び
に
第
十
六
条
の
二
の
三
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
」
に
、「
前
二
項
に
」
を
「
第
六
項
若
し
く
は
第
九

項
に
」
に
改
め
、「
及
び
第
十
六
条
第
一
項
第
九
号
」
を
削
り
、「「
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
」
と
い
う
。）の
議
決

権
を
そ
の
取
得
の
日
か
ら
十
年
を
経
過
す
る
日
（
当
該
議
決
権
が
第
六
項
第
九
号
及
び
第
十
号
の
規
定
に
該
当
す
る

会
社
」
を「「
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
」
と
い
う
。）又
は
第
七
項
に
規
定
す
る
会
社
若
し
く
は
前
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
第
九
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
会
社
に
該
当
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
、
次
項
、
第
十
六
条
第
一

項
第
九
号
、
第
十
六
条
の
二
の
三
第
三
項
及
び
第
二
十
六
条
第
一
項
第
十
二
号
に
お
い
て
「
事
業
再
生
会
社
」
と
い

う
。）の
議
決
権
を
処
分
基
準
日
（
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
の
議
決
権
に
あ
つ
て
は
そ
の
取
得
の
日
か
ら
十
五
年
を

経
過
す
る
日
を
い
い
、
事
業
再
生
会
社
の
議
決
権
に
あ
つ
て
は
そ
の
取
得
の
日
か
ら
十
年
を
経
過
す
る
日
（
当
該
議

決
権
が
第
七
項
に
規
定
す
る
会
社
（
同
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）」
に
、「
終
了
す
る
日
」

を
「
終
了
す
る
日
）
を
い
う
」
に
、「「
処
分
基
準
日
」
と
い
う
」
を
「
同
じ
」
に
、「
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
は
」

を
「
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
及
び
当
該
事
業
再
生
会
社
（
以
下
こ
の
項
、
第
十
六
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
六

条
の
二
の
三
第
三
項
に
お
い
て
「
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
」
と
い
う
。）は
」
に
、「
当
該
長
期
信
用
銀
行
に
係
る

法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
及
び
銀
行
法
第
十
六
条
の
三
第
七
項
」
を
「
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
に
あ
つ

て
は
当
該
長
期
信
用
銀
行
に
係
る
法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
会
社
に
、

事
業
再
生
会
社
に
あ
つ
て
は
当
該
長
期
信
用
銀
行
に
係
る
同
項
第
十
二
号
の
二
」
に
改
め
、「
定
め
る
会
社
に
」
の
下

に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
同
じ
。）の
」
を
「
同
じ
。）及
び
事
業
再
生
会
社
（
第
八
項
に
定
め

る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
次
項
、
第
十
六
条
第
一
項
第
九
号
、
第
十
六
条
の
二
の
三
第
三
項
及
び
第
二
十

六
条
第
一
項
第
十
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
」
に
、「
総
株
主
」
を
「
総
株
主
等
」
に
改
め
、「
い
う
。
以
下
こ
の
項
」

の
下
に
「
及
び
次
項
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

12

第
七
項
及
び
第
十
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
信
用
銀
行
又
は
そ
の
特
定
子
会
社
以
外
の
子
会
社
が
そ
の

取
得
し
た
事
業
再
生
会
社
の
議
決
権
を
処
分
基
準
日
（
そ
の
取
得
の
日
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
議
決
権
の
区
分

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
を
経
過
す
る
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）ま
で
に
処
分
し
な

い
と
き
は
、
当
該
事
業
再
生
会
社
は
、
処
分
基
準
日
の
翌
日
か
ら
は
当
該
長
期
信
用
銀
行
に
係
る
法
第
十
三
条
の

二
第
一
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
会
社
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
処
分

を
行
え
ば
当
該
長
期
信
用
銀
行
又
は
そ
の
特
定
子
会
社
以
外
の
子
会
社
が
保
有
す
る
当
該
事
業
再
生
会
社
の
議
決

権
の
数
が
当
該
処
分
基
準
日
に
お
け
る
基
礎
議
決
権
数
を
下
回
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
長
期
信
用

銀
行
又
は
そ
の
特
定
子
会
社
以
外
の
子
会
社
が
当
該
取
得
の
日
か
ら
処
分
基
準
日
ま
で
の
間
に
当
該
長
期
信
用
銀

行
又
は
そ
の
特
定
子
会
社
以
外
の
子
会
社
の
保
有
す
る
当
該
事
業
再
生
会
社
の
議
決
権
の
う
ち
当
該
処
分
基
準
日

に
お
け
る
基
礎
議
決
権
数
を
超
え
る
部
分
の
議
決
権
を
処
分
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

中
小
企
業
者
の
発
行
す
る
株
式
等
に
係
る
議
決
権

五
年

二

中
小
企
業
者
以
外
の
会
社
の
発
行
す
る
株
式
等
に
係
る
議
決
権

三
年

第
四
条
の
三
第
七
項
中
「
前
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、「
株
式
会
社
」
を
「
会
社
」
に
、「
を
長
期
信
用
銀
行
又
は
」

を
「
を
長
期
信
用
銀
行
若
し
く
は
」
に
、「
同
じ
。）に
よ
り
第
四
条
の
六
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
を
「
同
じ
。）

の
担
保
権
の
実
行
に
よ
る
株
式
等
の
取
得
又
は
第
四
条
の
六
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
お
い
て
は
、
第
四
条
の
六
第
一

項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
を
「
お
い
て
は
、
当
該
長
期
信
用
銀
行
若
し
く
は
そ
の
子
会
社
の
担
保
権
の
実
行
に
よ
る

株
式
等
の
取
得
又
は
同
号
」
に
、「
又
は
そ
の
子
会
社
に
よ
り
第
四
条
の
六
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
を
「
若
し

く
は
そ
の
子
会
社
の
担
保
権
の
実
行
に
よ
る
株
式
等
の
取
得
又
は
同
号
」
に
改
め
、「
及
び
銀
行
法
第
十
六
条
の
三
第

七
項
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

10

前
項
の
規
定
は
、
第
七
項
に
規
定
す
る
会
社
に
該
当
し
て
い
た
も
の
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前

項
中
「
第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
」
と
あ
る
の
は
、「
第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
の
二
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。
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